
食の文化シンポジウム２０１６

「栽培化と家畜化
～食べていくための人類の選択」

・基調講演Ⅰ 「人間と動物 ～多様なかかわり方の行く末」
池谷和信（国立民族学博物館 民族社会研究部教授）

と き ２０１６年１１月２６日（土）
1３：３０開会（１３：００会場）、１６：３０終了予定

会 場 味の素グループ高輪研修センター
中講義室 （裏面地図参照）

参加無料／定員90名

主催： 公益財団法人 味の素食の文化センター
後援： 公益財団法人 農学会、日本農学会

＜プログラム＞

・基調講演Ⅱ 「人間と作物 ～農のジレンマをこえて」
江頭宏昌（山形大学農学部教授）

・鼎談 ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 中嶋康博(東京大学大学院農学生命科学研究科教授）
江頭宏昌、池谷和信

人類は狩猟から家畜、採集から栽培を通じてより効率的に食料を獲
得してきた。その過程をふりかえりつつ、近代以降の食料獲得に関
わる諸課題を取り上げ、動物、植物との関係にも目を向け、未来に向
けた道筋を探る。

池谷和信 江頭宏昌中嶋康博



■会場： 味の素グループ高輪研修センター
〒108-0074 東京都港区高輪 ３－１３－６５

都営地下鉄浅草線 高輪台駅 Ａ１出口（徒歩３分）

ＪＲ品川駅 高輪口（徒歩１５分）

【問い合わせ先】
公益財団法人 味の素食の文化センター
TEL03-5488-7318 FAX03-3445-7965
メールでのお問い合わせ toiawase_asb@ajinomoto.com

■お申込方法：

①～⑤を、e-mailで食の文化シンポジウム事務局までご連絡ください。

①お名前（漢字・フリガナ）
②年代
③ご職業
④〒・ご住所
⑤電話番号

①～③の例： 味野 素子（アジノ モトコ）、20代、学生
複数名でご参加の場合は、全員の①～③をお知らせください。
④⑤はe-mailをされる代表の方のみで結構です。

⇒ e-mail： syoku-sympo2016@ajinomoto.com （受信確認のメールを送信いたします）

※お申込期限： 11月11日（金） 定員になり次第締切らせていただきます。

＊当施設に駐車場、ならびに食事ができる場所はございません。
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